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課題名
Title Test of Muon Identi�er Panel for PHENIX Experiment

希望するシフト数
Beamtime Request

10 シフト
shifts

予算配分希望額
Budget Request

0 千円
thousand yen

実験の要旨
Abstract

1999年から米国ブルックヘブン国立研究所において、相対論的重イオン加速器 (RHIC)を用いた高エネル
ギースピン及び重イオン実験 PHENIXがスタートする。 50 <

p
s < 500 GeVで行なわれる偏極陽子衝突

実験においても、
p
s = 200AGeVで行なわれるAu+Au衝突実験においても、ミューオンは、素過程の情報

を担ってくる重要なプローブの一つと考えられ、その同定は PHENIX実験にとって、もっとも重要な鍵であ
る。一方、最も大きなバックグラウンド源であるパイオンは yieldがミューオンの 103程度もあり、従って高
能率でパイオンをミューオンと separateすることが PHENIX実験のミューオン検出器にとっての最重要課題
である。

PHENIX実験のミューオン検出器はの conceptual designでは、Muon Identi�erは６層の steel absorber

と Iarocci tubeから成る。この性能評価はGeantを用いたシミュレーションによってなされているが、結果
に基づくと 2-8 GeV/cの領域において 98% のパイオンを棄却し、 99% のミューオンを検出することが可能で
ある。
本実験の目的は、PHENIX実験で用いるMuon Identi�er Systemの Iarocci Tube Panel (実機)のビーム

テスト、読み出し回路のチェック、検出器の検出効率、入射角度による依存性などを確認することにある。
なお、検出器の組み立てに必要となる大きなスペース（第三収納庫の一部）の使用許可をお願いしたい。


